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旧跡発見!
すかがわ探訪

大河ドラマ「天地人」の舞台 長沼城
長沼城は、会津地方を治める領主にとって中通
り地方との境目を守る要の城として、重要な役割
を果たしていました。
長沼城が歴史の表舞台に登場するのは、天正
１８年（1590 年）に豊臣秀吉が行った奥羽仕置
のときです。長沼城は会津へ向かう秀吉の御座所
（宿泊所）となっていました。

当時長沼城主であった新
にっくにかずさのすけさだみち

國上総介貞通は、秀
吉を迎えるため本丸に仮の御殿を建て、近在か
ら婦女子を集め盛大にもてなしたところ、秀吉は
大いに喜んだという話が残されています。
大河ドラマ「天地人」の主人公である直江兼続
と上杉景勝が越後国から会津領１２０万石へと国
替えになるのは、それから８年後の慶長３年（1598
年）のことです。
時代はまさに豊臣の時代から徳川の時代へと
移り変わる変革期であり、長沼城も白河口から侵
攻してくる外敵に備えた上杉氏の防衛拠点として
堅固な城へと改修がなされたと思われます。

現在の長沼城址周辺には、深い堀や高い土塁の跡
が残されており、これらは上杉氏の時代に改修がな
された可能性が高く、また、平成１４年・１５年に実
施された試掘調査の際に本丸跡で検出された石垣を
伴った門跡や塀跡についても、上杉氏に関連した遺構
である可能性があります。

長沼城址全景

長沼城址遠景（東から）

本丸に続く正門の石垣跡
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地域の個性を活かし
活力ある豊かなまちづくりへ

こ
の
た
び
、
議
長
に
選
任
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に

光
栄
に
存
じ
ま
す
。
そ
れ
と
共
に
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
村
山
広
嗣
副
議
長
と
ス
ク
ラ

ム
を
組
ん
で
、
須
賀
川
市
民
の
幸
せ
実
現
の
た
め
に
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
粉
骨
砕
身
努
力
し
て
参
る
所
存

で
す
。

地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
し

た
が
、
国
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
施
策
、
も
し
く
は
類

似
す
る
も
の
を
ち
ら
ほ
ら
打
ち
出
し
て
き
た
印
象
が
あ

り
ま
す
。

地
方
自
治
体
は
、
地
方
分
権
の
受
け
皿
と
し
て
し
っ

か
り
と
対
応
で
き
る
の
か
、
真
価
が
問
わ
れ
る
時
代
が

到
来
し
た
と
考
え
ま
す
。

議
会
も
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て
の
重
要
性
が
大
き
く

な
っ
て
き
ま
す
。
私
は
、「
議
会
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
、
透
明
性
が
高
く
親
し
ま

れ
る
も
の
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
い
う
信
念
を
抱
い

て
お
り
ま
す
。

こ
の
思
い
を
具
現
化
す
る
た
め
に
う
っ
て
つ
け
な
の

が
議
会
発
行
の
「
8
万
」
で
す
。
こ
の
「
8
万
」
の
果

た
す
役
割
は
大
変
大
き
く
、
ま
た
無
限
の
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
愛
読
さ
れ
ま

す
よ
う
切
に
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

須
賀
川
市
議
会
議
長

渡
辺　

忠
次

本
委
員
会
は
、
議
会
、
市
長
公
室
、

総
務
部
、
会
計
課
、
監
査
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
の
事
務
を
所

管
す
る
委
員
会
と
し
て
、
本
会
議
か

ら
付
託
さ
れ
た
議
案
や
請
願
な
ど
の

審
査
を
行
う
と
と
も
に
、
行
政
執
行

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
な
い
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市

の
予
算
執
行
に
当
た
っ
て
も
、
常
に

無
駄
の
な
い
運
営
を
考
え
、
事
業
の

見
直
し
を
し
、
優
先
度
、
重
要
度
を

配
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
委
員
会
で
の
取
り
組

み
は
、
須
賀
川
市
行
財
政
改
革
実
施

計
画
の
各
項
目
の
充
実
と
、
着
実
な

実
施
を
図
っ
て
行
く
こ
と
に
よ
り
、

良
好
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
る
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
最
重
要
視
し
て
い

き
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
行
財
政
改
革
の
具

体
的
、
個
別
的
事
項
に
つ
い
て
、
年

度
ご
と
の
達
成
目
標
を
設
定
し
、
計

画
を
進
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
く
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
検
証
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
委
員
会
と
し

て
提
言
で
き
る
よ
う
、
調
査
、
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

行
財
政
実
施
計
画
の
推
進
、
財
政

運
営
、
行
政
評
価
、
決
算
成
果
報
告

書
、
入
札
制
度
、
指
定
管
理
者
制
度
、

組
織
見
直
し
、
庁
舎
管
理
・
施
設
の

有
効
活
用
、
補
助
金
の
見
直
し
な
ど

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　

委
員
長	

鈴
木　

忠
夫

　
　
　

副
委
員
長	

五
十
嵐　

伸

　
　
　

委　
　

員	

佐
藤　

暸
二

　
　
　
　

		

〃	

丸
本
由
美
子

　
　
　
　

		

〃	

桐
生　

傳
一

　
　
　
　

		

〃	

村
山　

廣
嗣

　
　
　
　

		

〃	

水
野　

敏
夫岩瀬支所（庁舎）
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本
委
員
会
は
、
建
設
部
と
水
道
部

を
所
管
し
て
い
ま
す
。

建
設
部
で
は
、
公
共
施
設
の
建
設

や
、
市
道
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す

古
屋
敷
地
内
河
川
改
修
計
画
や
、
南

部
地
区
道
路
改
良
計
画
に
関
す
る
調

査
研
究
に
加
え
、
本
年
度
策
定
さ
れ

る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
検

証
、
公
共
下
水
道
事
業
の
あ
り
方
や
、

公
共
工
事
の
発
注
の
あ
り
方
に
関
す

る
調
査
研
究
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

の
進
み
方
に
合
わ
せ
た
調
査
研
究
活

動
を
通
じ
て
、
計
画
の
妥
当
性
や
、

道
路
や
建
物
の
安
全
性
を
あ
ら
ゆ
る

面
か
ら
調
査
、
検
証
し
、
市
民
の
皆

様
の
利
便
性
や
満
足
度
を
追
求
す
べ

く
、議
論
、提
言
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

水
道
部
で
は
、
生
活
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
水
道
水
の
浄
水
、
供

給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
き
れ
い
な
水
を
お

届
け
し
た
い
と
言
う
基
本
的
な
理
念

に
加
え
、「
も
っ
と
安
く
て
お
い
し
い

水
を
飲
み
た
い
」
と
い
う
要
望
に
答

え
る
べ
く
、
委
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

安
全
で
安
心
な
水
の
供
給
に
向
け
た

調
査
、
研
究
を
行
い
、
議
論
、
提
言

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

委
員
長	

鈴
木　

正
勝

　
　
　

副
委
員
長	

広
瀬　

吉
彦

　
　
　

委　
　

員	

鈴
木　

公
成

	
		　

〃　
　
　

森　
　

新
男

	
		　

〃　
　
　

大
越　
　

彰

	
		　

〃　
　
　

塩
田　

和
幸

	
		　

〃　
　
　

細
谷　

松
雄

本
委
員
会
は
、
市
民
生
活
部
と
産

業
部
、
農
業
委
員
会
事
務
局
を
所
管

し
て
い
ま
す
。

日
常
の
市
民
生
活
に
直
接
関
係
す

る
諸
問
題
や
予
算
・
条
例
な
ど
の
議

案
、
市
民
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
な
ど

に
つ
い
て
審
査
、
調
査
、
研
究
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
や
分
別
の
徹
底
に
よ

る
ゴ
ミ
の
減
量
、
CO2

削
減
に
対
す
る

取
り
組
み
を
含
む
環
境
問
題
、
国
民

健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
総
合
窓
口

の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
の
課
題
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

急
激
な
経
済
悪
化
に
伴
う
離
職
者

に
対
す
る
雇
用
の
創
出
や
就
業
支
援

な
ど
の
雇
用
問
題
を
は
じ
め
、
商
工

業
や
観
光
行
政
の
あ
り
方
の
研
究
、

特
産
品
・
ブ
ラ
ン
ド
品
の
開
発
育
成
、

地
産
地
消
等
の
推
進
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
農
業
の
振
興
策
や

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
な
ど
、
本

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
現
状

を
把
握
し
、
積
極
的
な
事
業
展
開
に

つ
い
て
提
言
で
き
る
よ
う
研
究
を
し

て
い
き
ま
す
。

テ
ク
ニ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン

や
、
虹
の
台
、
宮
の
杜
、
花
の
里
の

住
宅
用
地
の
販
売
促
進
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
委
員
会
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
複
雑
化
、
専
門
化
す

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
様
々
な

要
望
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

委
員
会
と
し
て
提
言
で
き
る
よ
う
、

専
門
的
に
調
査
、
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

　
　

委
員
長	

八
木
沼
久
夫

　
　
　

副
委
員
長	

相
楽　

健
雄

　
　
　

委　
　

員	

川
田　

伍
子

	

〃　
　
　

市
村　

喜
雄

	

〃　
　
　

菊
地　

忠
男

	

〃　
　
　

大
内　

康
司

	

〃　
　
　

高
橋　

秀
勝

改修計画が決定した下の川

牡丹園内の樹齢200年以上の古木牡丹
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本
委
員
会
は
、
教
育
委
員
会
と
保

健
福
祉
部
を
所
管
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
声
を
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
、

所
管
の
事
項
の
調
査
研
究
や
先
進
地

視
察
な
ど
を
行
い
、
充
実
し
た
教
育

環
境
づ
く
り
と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
変
化
の

激
し
い
社
会
に
対
応
で
き
る
学
校
教

育
の
推
進
を
支
援
し
、
議
論
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
の
支
援
の
あ
り

方
や
、
教
育
施
設
の
整
備
や
健
全
な

青
少
年
の
育
成
を
図
る
た
め
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
の
三
者
が
一
体
と
な
り
、

連
携
の
強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
議

論
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
芸
術
、
文
化
活
動
支
援

な
ど
の
調
査
研
究
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。福

祉
行
政
に
つ
い
て
は
、
平
成
19

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と

し
て
機
能
さ
せ
、
少
子
高
齢
化
や
拡

大
す
る
福
祉
問
題
に
対
し
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
も
、
職
業

の
多
様
化
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
に

伴
い
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や
、

児
童
ク
ラ
ブ
館
な
ど
の
整
備
、
推
進

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ

る
環
境
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
も
調

査
、
研
究
を
行
い
、
当
局
に
提
言
で

き
る
よ
う
、
議
論
を
深
め
て
い
き
ま

す
。

委
員
長　

加
藤　

和
記

副
委
員
長　

塩
田　

邦
平

委　
　

員　

大
倉　

雅
志

　

〃　
　

関
根　

保
良

　

〃　
　

生
田
目　

進

　

〃　
　

橋
本　

健
二

　

〃　
　

渡
辺　

忠
次

去
る
5
月
12
日
の
第
3
回
臨
時
会

に
お
い
て
新
し
い
構
成
で
本
委
員
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
と
な
っ
て
1
年
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
地
域
の
声
を
市
政
に

反
映
し
て
い
く
た
め
の
議
会
活
動
の

情
報
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
定
例
会

の
状
況
や
、
各
種
の
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
が
、「
8
万
」
の
編
集
を
通

し
て
、
そ
の
時
々
の
各
常
任
委
員
会

の
活
動
や
、
各
会
派
で
の
政
務
調
査

の
状
況
等
を
読
者
の
み
な
さ
ん
の
目

線
に
立
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。議

会
で
注
目
す
る
案
件
等
に
つ
い

て
は
、
そ
の
都
度
、
特
集
を
組
ん
で

市
民
の
皆
さ
ん
と
意
識
の
共
有
を
図

り
、
議
会
が
、
よ
り
開
か
れ
た
身
近

な
存
在
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

「
8
万
」
は
、
告
知
型
で
各
定
例

会
の
前
に
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
、
全
国
の
議
会
か
ら
年
間
10

数
件
の
視
察
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
全
国
に
向
け
て
の
本

市
の
宣
伝
に
も
大
い
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
須

賀
川
市
議
会
だ
よ
り
「
8
万
」
が
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
続
け
ら
れ

る
よ
う
新
し
い
8
名
で
編
集
作
業
に

汗
を
か
い
て
い
き
ま
す
。

　
　

委
員
長	

生
田
目　

進

　
　
　

副
委
員
長	

関
根　

保
良

　
　
　
　
　

〃	

鈴
木　

公
成

　
　
　
　
　

〃	

五
十
嵐　

伸

　
　
　
　
　

〃	

相
楽　

健
雄

　
　
　
　
　

〃	

加
藤　

和
記

　
　
　
　
　

〃	

鈴
木　

正
勝

　
　
　
　
　

〃	

菊
地　

忠
男

建設が進む第三小学校

年4回発行の議会だより
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本
委
員
会
は
、
当
初
予
算
と
補
正

予
算
に
関
す
る
こ
と
を
所
管
事
項
と

し
て
、
本
年
5
月
か
ら
常
任
委
員
会

の
一
つ
と
し
て
、
議
長
を
除
く
27
人

の
議
員
で
構
成
す
る
新
し
い
委
員
会

で
す
。

3
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
る
当
初

予
算
と
、
6
月
、
９
月
、
12
月
に
開

催
さ
れ
る
定
例
会
や
、
臨
時
会
に
提

案
さ
れ
る
補
正
予
算
の
審
査
を
行
う

委
員
会
で
あ
り
、
そ
の
審
査
方
法
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
常
任
委

員
会
を
単
位
と
す
る
分
科
会
へ
付
託

し
て
審
査
す
る
方
法
を
改
め
、
す
べ

て
の
案
件
に
つ
い
て
、
議
長
を
除
く

全
議
員
で
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
に
は
、
よ
り
多
く
の
議
員
の

目
を
通
し
て
、
慎
重
に
審
査
を
進
め

よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
り
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
市
が
行
う
1
年
間

の
あ
ら
ゆ
る
事
務
事
業
の
裏
付
け
と

な
る
当
初
予
算
の
審
査
を
３
日
間
の

集
中
審
議
で
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

条
例
の
改
正
や
事
業
の
変
更
、
国
や

県
に
お
け
る
政
策
に
基
づ
く
事
務
事

業
の
裏
付
け
と
し
て
、
補
正
す
べ
き

予
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

財
政
状
況
が
厳
し
い
な
か
、
本
委

員
会
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
大
き
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

予
算
の
審
査
を
通
し
て
、
行
政
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
が
、
果
た

す
べ
き
使
命
と
考
え
、
活
発
な
委
員

会
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

委
員
長	

市
村　

喜
雄

　
　
　

副
委
員
長	

川
田　

伍
子

議
長
を
除
く
全
議
員

本
委
員
会
は
、
各
会
派
か
ら
選
任

さ
れ
た
委
員
に
よ
っ
て
、６
月
、９
月
、

12
月
、
３
月
に
開
催
さ
れ
る
定
例
会

や
、
臨
時
会
等
の
議
会
の
運
営
が
円

滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
会
期
や

日
程
な
ど
に
つ
い
て
、
協
議
し
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
よ
い
議
会
運
営
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
、
調
査
、
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

去
る
５
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
第

3
回
臨
時
会
で
、
議
長
団
の
交
替
が

あ
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
任
期
満
了

に
伴
う
、
各
常
任
委
員
会
の
新
し
い

構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
、
新
し
い

委
員
長
を
中
心
に
、
市
政
発
展
と
市

民
の
幸
せ
の
実
現
に
向
け
て
、
活
発

な
議
論
の
展
開
が
で
き
る
よ
う
、
本

委
員
会
と
し
て
努
め
て
い
き
ま
す
。

分
権
時
代
に
促
し
た
、
地
方
自
治

体
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
て
い
く
議

会
運
営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
運
営
の
基
本
と
な
る
「
市
議

会
基
本
条
例
」
の
も
と
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
等

の
調
査
、
研
究
を
し
な
が
ら
市
民
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
提
言
を
し

て
、
判
り
や
す
く
、
親
し
ま
れ
る
議

会
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

委
員
長　

	

大
内　

康
司

　
　
　

副
委
員
長	

塩
田　

和
幸

　
　
　

委　
　

員	

大
倉　

雅
志

　
　
　
　
　

〃	

五
十
嵐　

伸

　
　
　
　
　

〃	

広
瀬　

吉
彦

　
　
　
　
　

〃	

市
村　

喜
雄

　
　
　
　
　

〃	

大
越　
　

彰

　
　
　
　
　

〃	

橋
本　

健
二

昨年度の予算決算特別委員会

5月22日に開催された議会運営委員会
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本市では、議員の調査研究に必要な経費の一部として、平成 13 年度から使
途基準を定め、条例に基づき所属議員一人当たり月額 3 万円を会派に交付して
います。支出残額がある場合は、市に返還しています。

平成 20 年度からは、議会側から積極的に公開し市民の皆さんに判りやすい
ように、市のホームページに政務調査報告書と一緒に、調査費も掲載しています。

本号では、昨年度の政務調査費の決算についてお知らせします。
※昨年度は、会派構成が途中から変わりました。

政務調査費

会 派 名 会派構成
※会派への

交付額
（Ａ）

会派での
支出合計
（Ｂ）

内　　　　訳 収支差引き
（Ａ-Ｂ）

市への返還額
調　査
研究費

資料作成
購入費 広報費 事務費

志 　 清 　 会

佐藤暸二　五十嵐伸
八木沼久夫　細谷松雄

（川田伍子 H20.12.18 脱会）
（関根保良　塩田邦平
 広瀬吉彦　高橋秀勝
　　　　  H20.12.26 加入）

2,070,000 1,222,746 976,595 12,000 232,386 1,765 847,254

明 　 政 　 会 桐生傳一　鈴木正勝
大内康司　渡辺忠次 1,440,000 1,325,117 1,009,539 32,875 277,725 4,978 114,883

市 民 連 合 水野敏夫　大倉雅志
菊地忠男 1,080,000 1,070,697 689,460 21,000 359,740 497 9,303

新 政 ク ラ ブ
H20.12.19結成
　

村山廣嗣　大越　彰
相楽健雄　生田目進
加藤和記　市村喜雄
鈴木忠夫　塩田和幸

720,000 657,843 366,780 0 288,750 2,313 62,157

日 本 共 産 党
市 　 議 　 団 橋本健二　丸本由美子 720,000 695,736 4,000 85,592 602,700 3,444 24,264

洗 　 　 　 心 森　新男 360,000 0 0 0 0 0 360,000

須 賀 川 市 民
ネットワーク 鈴木公成 360,000 342,958 0 26,400 316,558 0 17,042

市政・花の会
H20.12.24結成 川田伍子 90,000 0 0 0 0 0 90,000

小　　　計 ８会派 6,840,000 5,315,097 3,046,374 177,867 2,077,859 12,997 1,524,903

※  政 和 会

H20.12.26解散

関根保良　塩田邦平
広瀬吉彦　高橋秀勝
（ 村山廣嗣 大越　彰
 相楽健雄  加藤和記
 鈴木忠夫 H20.12.19 脱会）

3,240,000 1,507,529 1,494,756 11,280 0 1,493 1,732,471

※  三 樹 会
H20.12.18解散

市村喜雄　生田目進
塩田和幸 1,080,000 679,833 426,455 3,880 249,375 123 400,167

小　　　計 年度内に解散した２会派 4,320,000 2,187,362 1,921,211 15,160 249,375 1,616 2,132,638
合　　　計 ２８人 11,160,000 7,502,459 4,967,585 193,027 2,327,234 14,613 3,657,541

■の４会派は、政務調査費交付に限り認められている会派名
政務調査費　　28 人× 30,000 円× 12 か月＝ 10,080,000 円

※会派への交付額合計（11,160,000 円）には、返還分が含まれている。
※政務調査費は、年 2 回上期と下期に分けて交付しているため、下期分を交付した後に解散した政和会と三

樹会については、1 年分を交付した形となっているが、解散後の 3 か月分については、清算処理に伴い市
へ返還している。

政和会への交付額（3,240,000 円）　　9 人× 30,000 円× 9 か月＝ 2,430,000 円（810,000 円を返還）
三樹会への交付額（1,080,000 円）　　3 人× 30,000 円× 9 か月＝   810,000 円（270,000 円を返還）
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会期運営予定表
月　　　日 議　会　の　内　容

６月４日（木）
（ライブ中継）

本 　 会 　 議
会 期 の 決 定
会議録署名議員の指名

全議案一括上程

５日（金） 議案調査

６日（土） 休　　会

７日（日） 休　　会

８日（月） 議案調査

９日（火）
（ライブ中継）

本 　 会 　 議
一　般　質　問

10日（水）
（ライブ中継）

本 　 会 　 議
一　般　質　問

11日（木）
（ライブ中継）

本 　 会 　 議
一　般　質　問

議案に対する総括質疑
議員提出議案／意見書案／

決議案の提案と質疑
請　　　　願

12日（金）
委  員  会

総務常任委員会
建設水道常任委員会

13日（土） 休　　会

14日（日） 休　　会

15日（月）
委  員  会
生活産業常任委員会
教育福祉常任委員会

16日（火） 委  員  会
予算委員会

17日（水） 事務整理

18日（木）
（ライブ中継）

本 　 会 　 議
委員会付託議案

（委員長報告）の質疑と採決
議員提出議案／意見書案／

決議案の提案と採決
請願（委員長報告）の質疑と採決

※会議は、午前10時開会の予定です。
※請願・陳情は、5月29日（金）までに提出されたものを
　6月定例会で取扱います。
※日程は、都合により変更になる場合もあります。

6月の定例会のお知らせ
提出案件

議会は、午前10時開会の予定です。
☞本会議のライブ中継と一般質問の通告内容、過去の議事録などは、市のホームページでご覧いただけます。
　 （http://www.city.sukagawa.fukushima.jp）

ここで正式に会
期が決定しま
す。

市長と副市長、
または議員から
提案理由などの
説明がありま
す。

各議員から、市
政全般の中で特
に聞きたい部分
について、当局
に対して質問を
行います。

初日に一括上程
された議案につ
いて、質疑を行
います。

各常任委員会で
は、本会議で付
託された議案や
請願の審査を行
います。

各常任委員会で
の審査報告と採
決を行います。

6月定例会に提出される主な
案件は次のとおりです。

○単行議案
・須賀川市個人情報保護条例の

一部を改正する条例
・須賀川市税条例の一部を改正

する条例
ほか 5 件

○予算
・平成 21 年度須賀川市一般会

計補正予算（第 2 号）
・平成 21年度須賀川市農業集

落排水事業特別会計補正予算
（第 1 号）

　ほか 4 件

○報告
・平成 20 年度郡山地方土地開

発公社決算について
・平成 20 年度財団法人須賀川

市農業開発公社決算について
ほか 5 件

市議会の傍聴は、本会議と委員
会の日に市役所 4 階で、住所・氏
名を記入するだけでどなたでも自
由にできます。

一般質問の日は、市役所 4 階に
臨時傍聴席も設けています。また、
インターネットで本会議の模様を
ライブ中継していますので、ご覧
ください。

議会初日には、市長から提案理
由の説明があります。また、6 月
9 日から 11 日までは一般質問があ
りますので、お出かけください。

詳しくは議会事務局にお問い合
わせください。

☎ 88-9162（直通）議事係

議会傍聴しませんか。
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す
か
が
わ
市
議
会
だ
よ
り　

『
8
万
』
第
29
号　

発
行
日
／
2
0
0
9
年　
　

6
月
1
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
・
発
行
／
須
賀
川
市
議
会　
　

須
賀
川
市
八
幡
町
1
3
5　

電
話
0
2
4
8
￨ 

8
8
￨ 

9
1
6
2
（
直
通
）

編

集

後

記

木
々
の
緑
も
色
濃
く
、
目
に
優
し
い
季
節
を
迎
え
て

い
ま
す
が
、
新
た
な
８
名
の
委
員
に
よ
っ
て
、
す
か
が

わ
市
議
会
だ
よ
り
「
8
万
」
の
編
集
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

議
会
活
動
に
市
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
市
議
会

だ
よ
り
の
発
行
を
は
じ
め
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
市
議
会
の
動
き
な
ど
随
時
発
信
し
て
い
ま
す
。

議
会
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
気
軽
に
傍
聴
で

き
る
臨
時
傍
聴
席
の
設
置
や
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
会
議

録
の
検
索
や
議
会
の
ラ
イ
ブ
中
継
・
録
画
中
継
な
ど
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
会
派
行
政
調
査
費
の
概
要
や
政
務
調
査
の
使

途
、
議
員
の
所
感
を
含
め
た
調
査
報
告
書
が
議
会
図
書

室
（
庁
舎
4
階
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
た
め
、

よ
り
一
層
透
明
性
の
高
い
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

親
し
み
と
読
み
や
す
い
「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

訂正とお詫び
第 28 号の表紙で紹介しました俳人市

原多代女の俳句に誤りがありました。
正しくは「目にちりて　向ひかねけり

瀧の月」です。
お詫びして訂正いたします。

須賀川市立第一中学校
柔道部事故について

去る 3 月 27 日に、柔道部事故に関する損害賠償請求事件の判決がなされました。
そこで、4 月 7 日に市議会全員協議会を開催し、原告の主張、被告の主張、判決の内容に

ついて説明を受け、質疑が行われました。市としては、一日も早く被害者を救済すべく、控
訴しないで判決を受け入れるとの判断を示し、議会も了承しました。

病床にある女子生徒の一日も早い快復を願います。

◎ 経　過
• 平成 15 年 10 月 18 日　柔道部の練習中に事故発生、急性硬膜下血腫による後遺障害が

残り、現在も意識が戻らない状況にある。
• 平成 18 年 8 月 31 日　元女子生徒の両親は、事故は元部長による暴行が原因で発生した

とし、元部長・親権者である母及び管理監督責任のある市・県を相手取って国家賠償法
などに基づき、損害賠償請求の訴訟。

• 平成 21 年 3 月 27 日　福島地方裁判所郡山支部において、市・県などが連帯して元女子
生徒などに対し、総額 1 億 5 千万円余の支払いを命ずる判決。

• 平成 21 年 4 月 22 日　市議会臨時会にて、一中柔道部事故に係る損害賠償金等に関する
経費として 1 億 8 千 2 百万円余の補正予算が可決。（うち 5 千万円は保険金を充当）

• 現在、第 3 者による審査委員会を 5 月 19 日に設置し、※求償権の行使について検討して
いるところである。

◎ 今後の議会の対応
• 今回の判決で明らかになった事故原因を踏まえて、安全・安心な教育環境の整備のため、

議会としても再発防止に向けて、取り組んでいきます。
※求償権…公務員個人に故意又は重大な過失がある場合に、市が支払った損害賠償金を公務員個人に弁償させること

判決が出され、市の対応が決定しましたので、お知らせします。

すかがわ市議会だより「� 万」発行部数 25,000 部　1 部あたりの単価 31.416 円（税込）

岩瀬地域

長沼地域
須賀川地域長沼城址

表紙「旧跡発見！」の位置図


